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太子堂郷学所の開校と品川県五番組（菅田）
一
はじめに
　
本稿は、明治維新期に各地に設立された郷学所の開校と
地域の人々との関連性を解明することを目指している。考察の対象を東京府に隣接した品川県五番組
（（
（
が開校した太子
堂郷学所とし、五番組が太子堂郷学所の開校資金を捻出する経緯を明らかにし、また資金調達の実態からみた郷学所の性格についても明らかにしたい。　
太子堂郷学所は明治四年（一八七一）正月二〇日 創
開校され、同年四月二三日三軒茶屋 新築校舎が落成した。その後、学制公布後の明治六年（一八七三）五月に太子堂村幼童学所と名称を変え、さらに同年 二月二四日東京府は第七大区第二中区第四小学荏原学校と名称を新 にし、荏原学校は翌明治七年（一八七四）一月九日に開校 。
また、太子堂郷学所の衾村分校も、明治六年五月衾村幼童学所と名称を変え、明治七年一月一二日、第七大区第二中区第五番小学八雲学校として開校した。　
郷学とは郷村に設けられた学校の意で、郷学所、鄕校、
義校とも呼ばれ、近世前期から 初期の教育機関の一つである。郷学には、藩の郷村地域に藩校に準じて設けられ、武士身分を対象として 儒 などの比較的高度な教育内容をもつ教育機関、あるいは 富裕 人々を中心として高い教育内容をもつ大坂の含翠堂のような鄕校があった。 かし、幕末・維新期に激増した郷学所には、百姓身分の人々を対象とする初歩的な教育内容をもつ鄕校が多く、学制公布時期の公立学校の礎と った もあった。これら郷所を含む教育機関についての研究には、１建学の理念・教育方針、２教授ならび 運営組織、３教育課程・授業 ４
太子堂郷学所の開校と品川県五番組
菅
　
田
　
明
　
子
01_菅田81.indd   1 14/03/11   19:43
Hosei University Repository
法政史学
　
第八十一号
二
財政（予算・決算）に関わる考察が必須であると考えられるが、ここでは学校を支えた財政の視座から資金調達の実態の解明に着手していく。　
本稿と直接関わる限りで先行研究を振り返ると、太子堂
郷学所に関しては、通史として論述されたも が大半を占めているが、これらの多くは、明治二二年（一八八九）九月の荏原小学訓導・宮野芟平編纂「元郷学所初ヨリ、沿革誌甲号、 郡大子堂村
　
公立荏原尋常小学
（（
（
」 （以下「沿
革誌甲号」 ）により論述 た事例が多い。しかし、この「沿革誌甲号」は 郷学所の教育内容に関連する記録がその大半を占め、本稿が考察対象とした郷学所開校資金、特に村民からの備金取立に関する史料の多くが省かれている。　
これを受けて、太子堂郷学所の開校経緯や教育内容等の
史料を記載した『東京都教育史資料大系』第二巻
（（
（
（以下『都
資料二』 ）が刊行され、同時期に太子堂郷学所を取上げた倉沢剛氏の『小学校の歴史』Ⅲ
（（
（
（以下『小学校Ⅲ』 ）も刊
行された。その後、太子堂郷学所を論じた『目黒区 百年のあゆみ
（（
（
』 （以下『目黒通史』 ） 、 『世田谷教育史』通史編
（（
（
（以下『世田谷通史』 ）も刊行された。 『世田谷通史』では、郷学創始者としての斉藤寛斎に焦点 あて 詳細に郷学所開校が論じられている。しかし、両教育史とも開校資金に
関しては、詳細に論じたとはいえない。　
また、井原政純氏の「世田谷における郷学所の設立基盤・
要因に関する一考察
（（
（
」は、世田谷地域の史料から、郷学所
の巡回授業、郷学所と寺院檀家との関わり、学制小学校への連動等を論述し、本稿も啓発されてきたが、ここでも五番組による開校資金の調達に関しては、十分に論じられたとはいえない。　
本稿は改めて、品川県五番組がどのように太子堂郷学所
の開校資金を調達したのか、そ 経緯を明らかにし いきたい。
第一節
 　「郷学所設立建言之別紙」と
　　　　　　　　　　　　　
有志による備金
　
まず、太子堂郷学所の設立を目黒区八雲、斉藤家に残さ
れた「郷学所設立建言之別紙」により、品川県五番組が資金捻出をいかに図ったかを検討する。　
太子堂村のある世田谷の地域は江戸西部農村地域に位
置し、近世後期の領地支配は、幕領 代官支配所、旗本支配の知行所、彦根藩伊井家の領分、さらに増上寺他の領域が交錯した状況にあった。明治維新直後の明治元年（一八六八）七月「政体書」の公布により、地方は府・藩・
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三
県が鼎立していたが、この地域は、維新政府下の武蔵県と江戸時代以来の彦根藩（伊井家）の支配が続いていた。その後「武蔵知県事」が廃止され、この地域は品川県と定められた。品川県五番組が太子堂の「郷学所設立之建言」を奉上した明治三年（一八七〇）一〇月段階 方の政治は、伝統的な封建体制を温存させた藩が数も支配領域もそ 大半を占め、旧幕府領・旗本領が維新政府直轄地「府県」と称された、府藩県三治の制と呼ばれる時期にあたる。　
この太子堂郷学所に関係する品川県五番組の村々は、経
堂在家、 赤堤、 松原、 代田、 若林、 下北沢、 太子堂、 上馬引沢、三宿、池尻 上目黒 深沢、中馬引沢、下馬引沢、野沢、奥沢本、奥沢 池沢、等々力 上北沢、 （増上寺領）等々力衾村の二二ヵ村である
（（
（
。
　
明治三年一〇月、品川県五番組は品川県に太子堂郷学所
の建学願いを提出した。翌月にはさっそく県庁によって 「右御聞届相成」り、翌明治四年正 二〇日、太子堂郷学所は代田村円乗院で開校している。その後、五番組の七ヵ村寺院で次々と授業が行われ、四月二三日には大山道沿い三軒茶屋に新築された校舎で、改めて開校されている。　
五番組は明治三年一〇月、品川県へ「郷学所設立之建言」
を奉上したが、管見の限りでは未詳である。今日、その一
月後の「建言之別紙」が、前掲『沿革誌甲号』他
（（
（
に残され、
本稿はこ 史料を考察した。品川県五番組下北沢村・月村重蔵、等々力村・豊田兵左衞門が品川県に提出した上申書
（（1
（
の冒頭には、 「今搬郷学校所取立方之儀別紙建言書之通御許容被成下置候」とあり、五番組が品川県からの御許容を受けて、一一月に具体的な郷学所の「仕法」を上申したことが示されている。
今搬郷学校所取立方之儀別紙建言書之通、御許容被成下置候ハヽ仕法方、左ニ奉申上候一此度学校仕法之儀
ハ
有志之者之者身元
ニ
随ひ積金仕
置利金
ヲ
以諸入費相賄ひ、村々童蒙男女老耄之論な
く有志之輩
ハ
入学致し、何れも手跡稽古
にハ
机筆墨紙
并素読書籍 類一切宛行、総而貧窮者之入費省
（（
（
、実
用
ニ
便なる事
ハ
都
而
修業可致事
  
一学校所之儀
ハ
当分寺院また
ハ
明家等見計ひ、組合村々
之内五六ヶ所
も
取建試
ミ
申度候事
一大教師
ハ
人選いたし一人
にて
順
ニ
見廻リ教授いたし、
小教師
ハ
其最寄是
まて
指南罷在候人、是人選いたし附
居世話可致事
一稽古
ハ
毎朝六ツ半時
四ツ時まて
を
朝稽古とし、昼
八ツ時
七ツ半時迄
を
夕稽古とし、農業繁多之者
ハ
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四
朝暮之内一度ツヽ出席可致老幼無産之者
ハ
尤勉励可
致事但、毎月一・六の日休日
ニ
定、当日輪講可為致事
前条仕法
ヲ
以取建相試申度、依之同盟有志之者連印書
相済、此段奉伺上候，当学則之義
ハ
時宜随へ追而可申
上候、以上　　　　　　　　　　　　　　
当御県五番組
　　
（明治三年）
　　　　　　　　　　　
下北沢村
庚午十一月
　　
月村
 重蔵
　　　　　
等々力村
　　
豊田兵左衛門
　　
品川御県庁
右御聞届相成
ニ
付大教師次教師各一人ツヽ筆学教授方
を選ひ発会
ヲ
定ム
（（1
（
　
この「建言之別紙」は、五番組頭村・北沢村名主・月村
重蔵ならびに等々力村名主・豊田兵左衛門が、品川県庁に提出した、いわば五番組役所の公文書である。ここには有志の者、積金 就学対象者、教育内容、就学者の学費、学校施設、教師、開校時期などの郷学所の仕法の概要が述べられ、同盟有志之者連印済、と記されている。また「有志
之者其身元
ニ
随ひ積金仕置利金
ヲ
以諸入費相賄」とあり、 「学
校」の開校と維持・運営は、有志の者が身元に従って」積金を供出し、その積金を 用した利金による方策も明示されている。　
第二条目に、 「学校所之儀」教室や運営設備は、当分は
寺院か空家等 見計って試みたいと、上申されている。　
また郷学所への入学者は「有志 輩入学致し」と、学業
に志有る村民すべ を年齢を問わず対象とすることが記されている。その学業は、 「建言」 段階では 「何れも手跡稽古」と、これまで学業に無縁だった者に、今日 初等教育にも似た基礎的な教育を想定していた。さらに学業有志の者が入学し 際、手跡稽古に必要となる「机筆墨紙并素読書類一切宛行」 、 「総而貧窮者之入費省」きとあり 貧窮者のすべての入費を省く方針であった。　
このように「建言之別紙」の特色は、五番組が郷学所開
校の方針や維持策に言及しつつ、開校される郷学所で学ぶ有志の学費無用を掲げた点にあるといえよう。　「建言之別紙」の付けたりに「品川御県庁、右御聞届相成
ニ
付大教師次教師各一人ツヽ筆学教授方
ヲ
選ひ発会
ヲ
定
ム」とあるように、郷学所 建言が「御聞届」けられことにより、五番組は大教師と次教師（筆学教師）を選び、郷
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五
学所の発会を決定した。　
この時期五番組の村役人一四人は、代田村名主・斉田平
太郎の七〇両を筆頭に、有志の者として郷学所「起立備金」五〇〇両を積立
（（1
（
寄付し、その後も衆議をすすめながら開校
に取り組んでいった。　
明治四年正月二〇日に代田村円乗寺で郷学所は発校
（（1
（
し、
五番組は三月六日まで五ヶ村の五寺院を巡回する方式で八回の授業を実施している。この寺院巡回時期の手習師匠・筆子・有志者等 つい 、表１「太子堂郷学所巡回授業、村別手習師匠と筆子の出席状況」にまとめた。最初 円乗寺での巡回開校日の出席者として、筆子二八名、教授者は大教師・書家・手習指南師匠七名、有志者一五名の名が記されている。なお記録によれば、巡回の授業 は、上北沢・太子堂・三宿・池沢・下馬引沢・野沢村からは、手習師匠や筆子は参加していなかった。　
五番組役人等はこの巡回授業日を中心に衆議を重ね、二
月晦日、三月一日に大山道沿いの三軒茶屋に郷学所の新校舎建築を正式に決定した。その後四月 日に、太子堂 円泉寺持ちの借地に四四坪程の校舎が新築完成の運びとなり、四月二三日に改めて太子堂郷学所が開校されている。　
以上のように、明治三年一一月の品川県五番組頭村名主
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表１　「太子堂郷学所巡回授業　村別手習師匠と筆子出席状況」
註（ 「沿革史甲号」『世田谷史料』（0（ ～ （（（ 頁より作成。
　（ 筆子総数は（（（人。有志総数は（（（人（村名未詳の若干の有志は除いた）、また、有志者は郷学所の開校日の世話役であっ
たか、聴講生であったかは未詳。
　（ 巡回授業の時期には、太子堂・下馬引沢・野沢・池沢・上北沢からの手習師匠と筆子の出席はない。上北沢村には榎
本平造開業、下北沢村に宮野芟平居住。 
　（ （/（（ の「出」は、手習い師匠の出席者。
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六
による「建言之別紙」から、太子堂郷学所の開校計画は、①勉学有志の村民を対象に開校する、②勉学 ための手跡稽古や素読ため 学業費用は無用と ③開校 資金は有志者による積金により、その運営資金は積金の利金によることが明らか なった。
第二節
　
太子堂郷学所開校と
　　　　　　　　
五番組村々からの取立備金
　
１「郷学所取立備金仕法帳」と取立金
　
ここでは、太子堂村名主森家に残された廻状の控「郷学
所取立備金仕法帳
（（1
（
」により、五番組が郷学所の開校資金を
どのように調達しようとしていたかについて検討する。
　
郷学所取立備金仕法帳
　
太子堂村控
以廻状得御意候陳者、学校之義
ニ
付
テ者
、去月二十八日
當三月朔日両日御集評相談仕候處、御支配
夫々御談
之上片時モ難捨置候
ニ
付、備金
ハ
左
ノ
二ツ仕法
ノ
他無之、
尤半々両様
ニ
相定可申哉
ニ
存候間、朱印割
ヲ
以御村御進
ノ
方
ニテ
竈御調、来ル六日五ツ半時マデ
ニ
池尻常光庵
ヘ
御出会候事
一
　
御組合役用其外御打合参会□
（之
（節、不出等正罪議定仕
候間、御自身御印御持参候事、
　　　
付弁当御用意之事
一
 
朔日参会之節、郷学本校
者
三軒茶屋
ニ
取建候積り御
評決
ニ
付、夫々示談取懸り居候間、取立金右同所御
持参之事
一
 
右同日役用御達雛形物出候間、吃度御出席御写取御相談之事
一
 
先日
無断達、不参
ノ
御方
ハ
過料御差出候事
　　　
辛未三月三日
　　　　　　
 五番組
　　 　　　　　　　　　　　　
取扱所
　
　　　　　
郷学備金見込
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付
　
金弐朱積り
　　
内
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ハ
惣高割高百石
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付鬮数七本八分余
　　 　
五百本
ハ
惣数家割家数 軒
ニ
付鬮数三拾本余
　　 　
金拾弐両等也
　　
大當鬮手取
　　 　
金三両也
　　　　
大花弐本
 但壱両弐分ツヽ
　　 　
金三両弐歩
　　
中花七本
 但弐分ツヽ
　　 　
金弐拾五 也
　　
小花百本
 但壱分ツヽ
　　 　
金壱両 歩也
　　
筆墨紙席料□
（共
（
　　 　
〆金四拾五両也
　
毎會出□
（金
（
　
右
者
毎月壱度ツヽ積立、五ヶ月之見込御座候
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七
　　
信共良積會（省略）代田
 若林
 経堂
 上馬
 太子
 下馬
 五本木
 宿山
 池尻
 三宿
右役人中追而此状早々御順達留リ御村
来ル六日池尻村會所
ニ
テ
御返□□□
　
この「郷学所取立備金仕法帳」には「去月二十八日当三
月朔日両日御集評相談仕」とあり、明治四年二月二八日、三月一日両日の衆議で各村役人の「御意」を得た廻状の記録である。前年郷学所建学願いの頃から 番組親村の下北沢村名主・ 村重蔵を中心に衆議が続けられていた五番組の全村からの取立金は、漸く三月六日までに竃数を取調べることで合意され に至ったのある。　
廻状では「備金
（（1
（
ハ
左
ノ
二ツ仕法ノ外無之」とし、左の仕
法を半々両様に定めるとある。二つ 仕法は、左に記された「郷学備金見込」の「五百本は総高割」 「五百本は惣数家数割」 によ 鬮
4
の仕法と考えられよう。 「以廻状得御意候」
に続く文中の「竈数」とは家数のことで、ここでは五番組役所が家数を基に各村に備金を割り当て 取立てのことである。 「御村御進
ノ
方
ニテ
竈数御取調べ」とあり、各村役人
がそれぞれの方式で村内の を調査し、三月六日九時に
池尻村常光庵に報告することが求められていた。このように村の石高と竈数を基に、五番組では各村の備金の割当て額が決定されてようとしていた。 「見込」によれば、一本二朱千本で集金は一二五両、鬮の経費が四五両で、鬮一回の積立て金は八〇両、五回の鬮で総額四〇〇両の額となる見込みであった。　
また、後半の一条書きの二条目には、三月一日の会合で
三軒茶屋に郷学本校建築が御評決、と記されてい 。校舎新築について土屋忠雄氏は、明治九（一八七六）年において、全国公立小学校の一三、 一 二校の七割前後は、寺院・民家・その他の施設利用していたと述べている
（（1
（
。学制公布
以前、 明治四年 開校 向け の校舎新築は 番組にとって資金確保、校舎設計・施工すべてにわ る大事業であったであろう。　
また郷学本校を三軒茶屋に取建とあり、 「本校」の言葉
から、この時ですでに五番組は「分 」の開校が目論まれ合意されていたことがわかる。分校 件は、同年八月一七日には衾村名主・岡田弥兵衛が、同年八二三日 は上北沢村名主・榎本平造が、品川県役所に分校 立の願い
（（1
（
を提出
し、衾村と上北澤村に分校が開校され いる。　
一方、二条目末尾には「取立金右日御持参ノ事」の文言
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八
があり、村への要請が、村の竈数の報告から「取立金」持参へと変わっ点に留意すべきであろう。このようにの一件は廻状となり、組合村二二ヵ村では「郷学所取立備金仕法」に従い、郷学所開設と維持・運営の資金の徴収にかかわる事業が、動きだすこととなった。　
三月三日付け五番組役所作成の廻状「郷学所取立備金仕
法帳」から、こ ように太子堂郷学所開校のため 々からの取金は、五番組の各村の「村高」 「竈数」を算定基準とする仕法が合意されていたこ が明らかになった。　
２「郷学積備金仕法」と無尽講
　
五番組役所の備金無尽に関する三月二三日付けの文書に
より、郷学所のため 備 無尽講について考察したい。　
前述の三月三日以降の郷学所に関する史料には、 「取立
金」の文言は見あたらない。史料には、 「備金積立無尽」の文言が登場する。明治四年春から夏に けて、五番組で実際に行われた郷学所の取立は、 「鬮」あるいは「備金積立無尽」と呼ばれた仕法である。　
明治四年三月六日の衆議では、郷学 備金の取立て仕法
に関する詳細が衆議さ とみられる。三月六日は、池尻常光院で郷学所の九回目の巡回による最終授業が行われた
日である。衆議も常光院で同日九時から行われ、巡回授業終日とあって、これには一四ヵ村から有志二一名の出席があり、月村重蔵・斎田平太郎・加藤平治など五番組 主立った村人や斎藤寛齋の名も残されている。衆議には、これら有志が参加した 考えられる。この間の消息を窺わせる史料が、 「今郷学之義
（（1
（
」にはじまる三月二三日付け五番組役
所からの備金積立無尽に関す 文書である。
今般郷学之義
　
御県
厚御世話被成下候義
ニ
付
テは
、備
金積立無尽見込書上、金高相増候とも不減様丹誠可致旨御沙汰
ニ
付
而は
、去廿一日上馬引沢村郷学所
ニ
於而御
相談之上、左之積立無尽、来ル廿九日当村森厳寺
ニ
於
て先発会積立仕候様評決
ニ
付、最早日合無之候間、凡
御心得左
ニ
一前帳鬮割合之外壱弐本宛御 御丹誠被成下候事一同鬮割御村方引請御調之事
但、御不承知之方
ハ
不承知
ニ
付、無印誰と御記し
可被成 追而御県庁御世話可相願事
一積金取纏メ方之義は一村限り 役人
ニ而
御取纏
メ
御掛
合被下、且鬮何本誰々
と
半紙横帳
江
御認メ御控共弐
冊宛当日朝五ツ半時迄、右会所
江
持参之事
　
但発会之義
ニ
付壱本ツヽ掛合請取居候而は、自然間
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九
違之基故会金は御取纏
メ
被下、 早朝
御泊り之積
ニ而
、
御話可被下、尤弁当丈下拙用意致置候筈候
一当日正九ツ時
八ツ時迄
ニ
開鬮仕度候間、加入之者
成丈惣代弁利
ニ
候得共、自然疑惑等有之候而は不宜
間、御銘々之思召
ニ
御取計不苦候得共、右刻限後レ
候分、代鬮御村役人
ニ而
鬮御取計候事、
右廉書之通り御承知、別紙帳面
江
御調印刻付
ニ而
御順達
留り
来ル廿六日等々力村満願寺
江
御持参可被下候、
且同前
ニ
おいて当御相談可仕間、御不参無之様御手繰
可被下候
　　　
辛未
　　　　　　　　　　　　　　
五番組
　　
三月廿三日
　　　　　　　　　　　　
御役所印
　　
追
而
外御達向数廉御座候間、其節御写取可被成候
　　　　　
郷学積備金仕法
　　
一数鬮凡千本
　　　　　　
但壱本ニ付金弐朱宛積
　　
此聚金百弐拾五両也
　　 　
内
　　
金拾両也
　
      本当り鬮江渡ス
　　
金拾弐両也
　　
大花四本
　　
但壱本当り
  
　　 　
金三両ツヽ渡ス
　　　
金六両也
　　　
中花拾弐本
　
但壱本当り
  
　　 　　　　　　　　　　　　　　
金弐分ツヽ渡ス
　　
金弐拾五両也
　
小花百本
　　
但壱本当り
　　 　 　　　　　　　　　　　
金壱分ツヽ渡ス
　　
金弐両也
　　
〆金五拾五両也
　　　　　　
惣当り鬮数百拾七本
　　
右は毎月壱度ツヽ相催七
（ママ
（
月
ヲ
壱切
ト
相極
メ
候事
　　 　
右鬮数半高半家数
二
割
　　
一鬮数六拾六本
　　　
代田村
　
　　 　 　
斎田平太郞
　　
一鬮数三拾五本
　　　
赤堤村
　　 　 　
安藤幾右衛門
　　 　
（以下の各村の鬮数、他は、表２にまとめた）
　
三月二三日の文書によると、三月六日池尻村常光院にお
ける衆議を経て二一日の馬引沢村での評決で、 「備金積立無尽講」の詳細が決まり、五番組役所は二三日付け文書を作成している。 「備金積立無尽講」は、三月二九日下北沢村森厳寺発会と決められた。村々への積立備金は、 「鬮数半高半家数」に割当てる仕法で鬮数が決定・通知され二九日には鬮、すなわち無尽講が実施されている。ここには「七月
ヲ
壱切」と決めたとされているが、実際にはこれ
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一〇
以降九月まで、無尽講は毎月一六日に開催され七回目の九月に終了した。　
一回毎の無尽講の鬮数と金高は、 「総鬮数凡千本、但壱
本
ニ
付金弐朱宛積、此聚金百弐拾五両」と記されている
（11
（
。
集金一二五両から、当り鬮と無尽講開催の経費総額五五両を差し引くと、一回の積金額は七〇両余で、七回の郷学積立備金総は四九〇両余となる。およそ積算総額五〇〇両の無尽である。この七回の無尽講では、全村が「壱弐本宛見込御丹誠被成下候」とあって、割当て数を超えて全村が鬮を引き受けることで、総額五〇〇両を超す「積立備金」が得られると積算されてた。さらに無尽講からの積立備金を「無尽積金」として貸し付け、利をあげ一ヵ年の郷学所の運営費用にあてようと図ってる。郷学所の「入費」 （経費）は一ヵ年分として計算し、そ には「小費」として ①太子堂村に予定している校舎新築の普請費用、②教師へ 月給、③生徒へ与える費用が、想定 いた。　
三月三日の郷学備金見込と二三日に決められた仕法を比
較すると、本当り 本が一二両から一〇両へと減額される一方、大花一両二分当り二本が三 当り四本に、中花が二歩当り七本が一二本と、戻 金高や鬮数 大きく増加している。無尽講はこのように当り額や当り を増 人々
の射倖心に働きかける鬮へと変わっていた。それにより一回毎 無尽経費が四五両から五五両に上昇したことをうけ、無尽講は五回から七回実施へと変り、村々からの積立備金も四百両程から五百両程へと増額されていっ 。　
ところで郷学所の開校備金が、各村からのいわゆる「取
立金」 であれば、 明治三・四年に実施された品川県役所の 「社倉取建米代金
（1
（
」同様の村方への厳しい取立てになったと考
えられる。しかし鬮・無尽であれば、五番組村民には「無尽」の参加、不参加を選択できる余地が残されていたであろう。また、無尽の還元額は 金高計算で「集金一二五両の内、本当り・大花・中花・小花の総計が五五両ほど
（11
（
」で
鬮の還元率は四割強程にもなり、村には戻り金もあったと考えられる。　
このような無尽あるいは頼母子講は、農村金融として近
世にも盛行し、村民相互の扶助・共済も目的の一つとして計画・運営されていた 無 講は村落 同体内部 寺社再建、村民の冠婚葬祭、個人救済、社寺参拝費の共同負担等を目的として 利用されていた
（11
（
。太子堂郷学所の資金徴
収策として、この時無尽講が実施された理由を、直截に説いた文書は未詳である。しかし、近世後期から明治期の森家文書あるい 近隣村々の家文書には 多 数 の金銭
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一一
の徴収には、頼母子講・無尽講と称した講が実施された記録
（11
（
が、幾例も残されている。本稿は五番組役所が、勉学
に志ある全村民を対象と唱った郷学所資金の平穏な徴収には、無尽による資金調達が良策である、と考えたとみている。　
さて、 「今般郷学之義」に続く「郷学積備金仕法
（11
（
」には、
この時の各村への割当鬮数の記録も残されてい 。五番組は村毎 割当て鬮数を、そ 石高と家数を基数に算定し、千本の鬮を割当てた。三月三日頃 「郷学備金見込」では千本の内五百本は総高割として百石につき鬮 は七本八分余本あて、五百本は家数割として百軒につき鬮数は三拾余本あてと記されており、二三日の仕法も類似した算定で数え、合計鬮数を割当てた であろう　「郷学積備金仕法」に記された各村の鬮数を、表２の「鬮割当数」に一覧にした。なお、表２「五番組村々への太子堂郷学所備金鬮割当数 試算鬮割当数
（11
（
」には、千本すべて
が村の石高で算定された場合、千本すべてが家数で算定された場合 試算鬮数も書き添え また 品川県が明治年「社倉取立」として、各村に積立 命じた「貯穀石代金」も、参考として付記した。　
まず表２から、五番組が実際に「半高半家数」で村に割
当た鬮数と本稿が試算した割当て鬮数と比べてみたい。経堂在家村を例にみると、経堂在家村の実際の鬮数は四四本、惣石高で試算した鬮数は四七本、惣 数で試算した鬮数では四二本となる。半高半家数による割当て鬮数であっても、惣石高や惣家数による試算の鬮 であっても、 に大差はない。鬮一本は金二朱と五番組 定めていたので、経堂在家村の鬮四 本は、 高では 両二分の割当てになったと考えらる。表２から経堂在家村と同様の傾向にあったのは、松原・若林・三宿・野沢・池沢の村々といえよう。　
次に太子堂村を例にみると、太子堂村は、惣石高で試算
した鬮は五本にすぎないが、惣家数で試算する 三七本もなる。太子堂村は、実際には 鬮一八本が割り当てられたのであ から、鬮の算定方法 よって大き 差違が生じたと考えられる。太子堂村の鬮数を金 に直す 、惣石高の試算では二分二朱、惣家数の試算では四両二分二朱 実際の一八本 両一分となる。このよう 惣石高割や惣家数割、あるいは半高・半家数割で鬮を算定すると、鬮の割当て数に大きな差違が表出する村は、池尻・中馬引沢・ （増上寺領）等々力・衾村等 村々といえよう 五番組役所の「半高半家数」割の郷学所備金取立の仕法は、維新期の五番組各村の状況や村民 生活の実態を反映した方策であっ
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表 2　五番組村々への太子堂村郷学所備金鬮割当数と試算鬮割当数
村名
鬮
村石高 家数
試算割当鬮数 社倉
割当数 石高割 家数割 石代金
（ 経 堂 在 家 村 （（ 本 （0（ 石 （ 斗 （ 升 （ 合 （0 軒 （（ 本 （（ 本 （（ 貫
（ 赤 堤 村 （（ 本 （（0 石 （ 斗 （ 升 （ 合 （（ 軒 （（ 本 （（ 本 （（ 貫
（ 松 原 村 （（ 本 （（（ 石 （ 斗 （ 升 （ 合 （（ 軒 （（ 本 （（ 本 （（ 貫
（ 代 田 村 （（ 本 （（（ 石 （ 斗 （ 升 （ 合 （0（ 軒 （（ 本 （（ 本 （（ 貫
（ 若 林 村 （（ 本 （（（ 石 （ 斗 （ 升 （（ 軒 （（ 本 （（ 本 （0 貫
（ 下 北 沢 村 （（ 本 （（0 石 （ 升 （ 合 （ 勺 （（ 軒 （（ 本 （（ 本 （（ 貫
（ 太 子 堂 村 （（ 本 （（ 石 （（ 軒 （ 本 （（ 本 （ 貫
（ 上 馬 引 沢 村 （（ 本 （（（ 石 （ 斗 （ 升 （ 合 （ 勺 （（ 軒 （（ 本 （（ 本 （（ 貫
（ 三 宿 村 （（ 本 （0 石 （ 斗 （ 升 （ 合 （（ 軒 （（ 本 （（ 本 （ 貫
（0 池 尻 村 （（ 本 （（ 石 （ 斗 （ 升 （ 合 （（ 軒 （ 本 （（ 本 （ 貫
（（ 上 目 黒 村 （（（ 本 （（（（ 石 （ 斗 （ 升 （ 合 （ 勺 （（（ 軒 （（（ 本 （（0 本 （（（ 貫
（（ 深 沢 村 （0 本 （（（ 石 （ 升 （ 合 （（ 軒 （（ 本 （（ 本 （（ 貫
（（ 中 馬 引 沢 村 （（ 本 （（ 石 （ 斗 （ 合 （（ 軒 （ 本 （（ 本 （ 貫
（（ 下 馬 引 沢 村 （（ 本 　 　 　（（（ 石程ヵ） （（ 軒 （（（ 本） （（ 本 （（ 貫
（（ 野 沢 村 （0 本 （（（ 石 （ 斗 （ 升 （ 合 （0 軒 （（ 本 （（ 本 （（ 貫
（（ 奥 沢 本 村 （0 本 　　　　（（（（ 石程ヵ） （（ 軒 （（（ 本） （（ 本 （ 貫
（（ 奥 沢 村 （0 本 （0（ 石 （ 斗 （ 升 （ 合 （（（ 軒 （（ 本 （（ 本 （（ 貫
（（ 池 沢 村 （（ 本 （（（ 石 （ 斗 升 （ 合 （（ 軒 （（ 本 （（ 本 （（ 貫
（（ 等 々 力 村 （（ 本 （（0 石 （ 斗 （ 升 （ 合 （（（ 軒 （（ 本 （0 本 （（ 貫
（0 上 北 沢 村 （（ 本 （（0 石 （ 斗 （ 升 （ 合 （（ 軒 （（ 本 （（ 本 （（ 貫
（（ 等々力村増上寺領 （（ 本 （（（ 石 （ 斗 （ 升 （ 合 （0（ 軒 （（ 本 （（ 本 （（ 貫
（（ 衾 村 （（ 本 （0（ 石 （ 斗 （ 升 （ 合 （（（ 軒 （（ 本 （（（ 本 （（ 貫
総　計 （00（ 本 （（（00 石程ヵ） （（（（0軒程ヵ）（（000本）（（000本） （（（ 貫
註（ 五番組村は、明治二年一一月一〇日品川県布達による。『品川県史』（（（・（（（ 頁。但し下野毛村は村高
の （（％が彦根藩領であり、郷学所関連文書では五番組の動向と軌を一にしていない。本稿は、五番組
二二ヶ村として考察。
　（ 鬮割当数は、五番組が各村に実際に割当てた数。『世田谷資料』（（（・（（（ 頁から。
　（ 試算割当数は、三月三日前後の「郷学備金見込」により鬮数 （000 本で試算、小数点第一位四捨五入。
　（ 村高・家数総計は、下記の各史料からの数値。
　① a 太子堂村は、他に彦根藩領分 （ 石余がある。b 若林・上馬引沢・中馬引沢は『世田谷通史』（（ 頁。c
衾村は増上寺領分 （（（ 石余と東光寺領分 （0 石の合計。『岡田家文書目録』（（ 頁。d 以上六ヶ村以外は、『品
川県史』（･（0 頁。
　②戸数・家数は「明治初年の世田谷地域の村々の村髙・戸数一覧」『世田谷通史』（（ 頁から。上目黒村は
明治五年の数、『目黒区通史』５頁から。衾村は慶應二年「五人組帳」 から。
　③社倉石代金は、明治三年「社倉取建ニヨリ貯穀石代金積立方」　『品川県史』（（ 頁から。
01_菅田81.indd   12 14/03/11   19:43
Hosei University Repository
太子堂郷学所の開校と品川県五番組（菅田）
一三
た、と考えられる。　
このように、五番組役所の三月二三日付けの「備金積立
無尽仕法」に関する文書から、五番組役所は太子堂郷学所備金の取立を目的に、明治四年三月から九月まで七回の無尽講を実施し、この無尽講は各村の石高と家数を半々の算定基準として、五番組 二二ヵ村に一本二朱の鬮一〇〇〇本をそれぞれ割当てた とが、明 かになった。　
３
　
郷学同盟の「約則定例」と新たな無尽講
　
明治四年六月には、郷学所同盟の「約則」が誓約されて
いる。ここでは、七月に郷学所掛役配筆頭である郷学所頭取用度掛・斎田平太郞と郷学所総取締用度頭取・榎本平蔵、同・月村重蔵の三者連名の史料「記」について 察し、斎田平太郞らが提起した郷学所の永続策について検討したい。　
太子堂郷学所は、四月二三日に三軒茶屋の新築校舎で授
業を開始し、四月二五日には「郷学規則之事
（11
（
」を明示した。
この規則によれば、太子堂郷学所での修行は、毎日七時開校、それから素読や質問、習字の修業があり出席するべしとされた。また二・七日には「論語」の講釈、四・九日には「日本外史」の会読と、当分の日割りも定められた。
　
五月二五日付けの品川県の布達は、 「太子堂村
へ
郷学校
相設普く生徒を教導いたす間、百姓町人
ニ
かきらす歳八歳
ニ
いたら
ハ
、かならず入校勧学致させへくもの也、右之趣
得其意、小前末々まて不洩様申聞、歳八歳
ニ
至候者
ハ
勿論、
壮年者たりとも有志のもの
ハ
、農隙の節入校勧学可成旨厚
く可相諭もの也」と、郷学所への就学と勉学を奨励している。この布達は郷学所の「教場に掲くる所の県庁からの諭告
（11
（
」として、その後太子堂郷学所の教場に掲げられていた。
　
郷学所の本格的な開校と品川県から 布達や見分に前後
して、太子堂郷学所の永続に関する新たな動きが開始される。六月一日、五番組有志二六人は、改めて「約則定例」あるいは「約則之事」と称された規則を定め
（11
（
た。学校が新
築され備金や営繕費が積み立てら で 至誠と真実の心で「盟約書」を定め、郷学所の永続を約束している。この約束には、男女や老稚を論ずることなく有志の輩を入学させ、 素読・手習・算術の学業を修業 せること、 修行の 入費」は申すま もなく、特に難渋の貧窮者は救助するための基を起すことも掲げられている。　
本稿は、五番組役所が極難者や潰れ百姓を内包して成り
立っていた当時の村々の実態を重く受け止 救助
44
の文言
を掲げたと考えている。村に「学校」が開校されて勉 有
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一四
志の者がいたとしても、村人の生活状況を考えれば就学可能な者は限られてくる。郷学所入費のことだけではなく生活救済の理念を述べたことが、この盟約 特色の一つである。このように「約則定例」は、郷学 永続を図る同志を増やし、郷学所の経営の確立を図る誓約でもあった。また同盟有志の志を確認する結束の誓約であり、同 に参加した者の心性が表出された誓約と えよう　
郷学所同盟が盟約書により約束を交わしたのは六月であ
るが、一〇〇〇本七回無尽講 最終月、九月 前にした明治四年七月一〇日に、次のような文書
（11
（
が作成されている。
　　　　　 　　
記
今搬当区内同盟有志之
者
、郷学取建、追々手広
ニ
相成、
備金手薄
ニ而は
難行届、永続之見込無之
而は
相成間敷候、
就
而は
同志之面々
は
勿論、尚有志之輩御進被下、郷学相
続講助成御加入之程伏
而
希而巳
　　　　　
主法
一、鬮数五拾本　　
但壱口
ニ
付、金壱両壱分掛ケ
　
此集金六拾弐両弐分
　　　　　　
内
　　
金五拾両
　　　　　　　　
当鬮手取金
　　　　　
金拾弐両弐分
　　　　　　
割返
右は毎月廿一日会合仕、発会
鬮引致し、大坂鬮
ニ而
兄鬮当り之事、且落鬮之御仁
江
手取金相渡、直様郷学
相続之ため校所
江
御預申置、証券御渡可申、尤年
二
弐
割
ニ
貸附、毎月利足上り高之内、壱割
ハ
筆墨紙手宛、
壱割ハ営繕其外手宛、壱割
ハ
貸附取扱其外詰合之もの
弁当料
ニ
積立置、〆三割
ハ
月毎郷学所為入費請取之積
置、残リ七 御掛金足合
ニ
金主
江
毎月御渡可申、及満
尾候節 元金一時
ニ
御渡申候、尤其期
ニ
至り、永御預
ケ被成度御方は、改
而
前振合
を
以、御預ケ可被成、左
候得は自然非常備
ニも
相成可申間、右仕法篤と御承知
之上、御加入可被下候 以上　
追而当月十六日、例之通積金講御出会之節、右相続
講御加入御名前、御精々可被下候、　
且当日は衾村新倉塘十郞殿月給返謝、旁各様方
江
御
弁当代リ
ニ
饂飩被進度由
ニ
御座候、何卒御不参無之御
出会可被下候己上
　　　　
辛未七月十日
　　　　　　　　　
榎本平造
　　 　　　　　　　　　　　　　
斎田平太郎
　　 　　　　
月村重蔵
　
各村々役人中
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これは、五番組郷学所同盟の新たな鬮、 「郷学相続講」
に関する文書である。有志の斎田平太郎・榎本平造・月村重蔵が連署した「郷学相続講」に関する新提案で、第二期の「郷学備金仕法」ともいうべき太子堂郷学所の今後の維持・運営が提案されている。　
この時期の太子堂郷学所は、郷学所に通う生徒の数も、
四月一八人、五月一七人、六月三〇人、七月には三九人と四、 五月より倍増していく
（1
（
。 「記」によると、郷学所有志は、
郷学所の事業も次第に「手広 」なったと認識していたことがわかる。そこで、運営備金 手薄 状態では心もとないと、備金の永続的な集金策を図って、これま の同志は無論、広く新たな同志の参加を呼びかけ、新「郷学相続講」の開始を計画したとみられる。　
三月二三日発会の第一期無尽講も、この七月提案の第二
期無尽講も、残された記録はいわば「講」に関する「鬮」の割当案が中心で、実際の具体的な運営や決算書に相当するも は未詳である。未詳な点はあ が、太子堂郷学所の三月発会の「学校相続七会講
（11
（
」と七月提案の「新たな学校
相続講」を比較し第３表にした。両者を比較すると、第二期では、無尽の方式等の講 あり方、特に無尽講の参加者が大きく変わっていたことが窺え 注目すべき点は、第
二期の新相続講では、五番組二二ヵ村へ鬮の割当てが否定されていることである。新鬮には郷学の同盟者や五番組の主立った者が加入し、この同志の者が鬮を引き受けたとみられる。この有志による無尽 三月三日廻状の添書き文書
（11
（
「信友良積會」に記された一〇〇人毎月金壱両積の講に
その原点をみる とが出来 う。　
新たな相続無尽講では、鬮数を五〇本に抑え、鬮一本を
金一両一分、すなわち二〇朱として、第一期無尽講の鬮一本金二朱の十倍の金高に定めている。集金総額は六二両二分となるが、この内、鬮の割返金が一二両二分とあり 鬮の手取金は五拾 となる。ちな に「落鬮之御仁
江
手取金
相渡、直様郷学相続之ため 校所
江
御預リ申置、証券御渡」
すので、一回の の貸附用積立備金額も五 両 なる。また「毎月廿一日会合仕」とあるので、毎月 一日に五〇両が、郷学所の備金として積立てられていく計画である。端的にいえば、五番組が実施した村々へ 割当「鬮千本無尽・積立備金七〇両」七会無尽講を否定した 五番組有志による毎月永続開催の「鬮五〇本無尽 備金五〇両」の計画である。　
さて、振り返ってみると郷学所開校の時期、五番組の郷
学所開校の資金には、 「起立備金」や「取立備 」と呼ば
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一六
表３　太子堂郷学所の三月発会「学校相続七会講」と七月提案「新学校相続講」の比較
第一期 講（七回） 第二期 講（永続 カ）
（ 名称 学校相続七会講（衾村の名称）
郷学備金無尽掛金取立帳（太子堂村
の名称）
学校相続講（郷学所同盟）
（ 備金積立の目的 開校一ケ年程の維持・運営資金 永続的な「学校」の維持・運営資金
（ 時期 明治四年三月から九月 明治四年十月開始し、以後数ヶ年ヵ
（ 鬮・講開始の経緯 郷学所開校の起立備金として五番組
村からの取立金
五番組の全村へ割当ての鬮・無尽講
・太子堂の教育活動の進展と充実策
・第一期 講備金が、減少傾向による
（ 起案・提案 五番組村役所 郷学所同盟（斎田平太郎・榎本平造・
月村重蔵など）
（ 鬮参加者 半高半家を基数に、二二ヶ村へ村割
当て
五番組全村民半数家程度が参加カ
郷学所同盟員と新規有志者
（ 一回の籤数と一回の籤単価
　　〃　集金総額
（000 本で、単価は金 （ 朱
金 （（（ 両
（0 本で、単価は金 （ 両 （ 分
金 （（ 両
（ 当籤「割返」と開催経費 金 （（ 両 金 （（ 両 （ 分
（ 一回備金積金分 金 （0 両 金 （0 両
（0 備金積金分の総額 無尽講七回分で （00 両余 金 （0 両×月数
（（ 運用 年１割 （ 分貸しカ…「利金」 年 （ 割貸し…「利金」
（（ 毎月の利金用途 ※ ①筆・墨・紙費用…………１割
②営繕・その他費用………１割
③貸附事務・弁当等費用…１割
④一部は利金として金主渡し金
①筆・墨・紙費用…………（ 割
②営繕・その他費用………（ 割
③貸附事務・弁当等費用…（ 割
④７割は利金として金主へ渡し金
（（ 満尾（終了会）の設定 明治 （ 年 （ 月 （（ 日で満尾…七会講
（満尾で預かり金返済）
なし、毎月 （（ 日に無尽講発会（同左）
（（ 事務取扱者と取扱事務 村役人（郷学役配）
・無尽講の七会実施・備金の貸附厳
正な取扱を行う
郷学同盟の者による
・無尽講実施、備金の貸附を厳正に
行う
（（「講」についての情報 籤の方式名の記録にはない
・｢証券｣ の文言ない
提案時に鬮の方式を明示
・大坂鬮・落鬮には「証券」渡し等
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れた資金があった。前者の起立備金は、開校の建言の段階で五番組一四名の有志者から 五〇〇両の積立備金・寄付金である。なお五番組 太子堂郷学所への純然たるこのような寄付の記録は、管見では、この開校時の「起立備金」以外は未詳である。　
後者の「取立備金」ついて、五番組役所は、備金取立の
仕法を漸次構想化しつつ衆議を経て確認し、全村から 積立てが実現していったと考えられる。この取立備金仕法の移り変りは、以下のようにまとめられよう１
　
五番組役所は、明治四年三月一日の集評で、各村が竈
数を調査し備金取立金を三月六日に持参することを決め三月三日付の廻状で通告した。この時は、備金見込 して一回八十両千本五回鬮で総額四〇〇両を見込んでいたようだが、実施されることはなかった。
２
　
実際には三月六日の衆議で、五番組役所が主催する一
回九〇両千本七 鬮の積立備金無尽講が、決定されたとみられる。各村には 五番組役所から半高半家数で割当鬮数が算定され、その後無尽講は三月二九日から九月一六日にわたって七回実施され、五番組は五〇〇両余郷学所積立備金を得たとみられる。
３
　
さらに、七月一〇日付けの「記」によると、全村への
鬮の割当て無尽講も否定され、永続的な五番組有志からなる五〇本鬮の新たな相続講が提起され、無尽講は大きく姿を変えていく。
　
このように、五番組の課題であった郷学所の開校資金を
全村からの取立てる仕法は、村高と家数を基に村々から取立てる一本二朱千本鬮七回の無尽講となって、明治四年三月から九月にわたって実施され、郷学所の開校資金五〇〇両が備金として積立られたことが明らかになった。その間、七月には郷学所の永続的な運営策 して、有志による永続的な無尽講の計画が図られていたことも明らかとなった。
おわりに
　
改めて述べるまでもないが、郷学所開校とその後の運営
には多大な資金を要する。五番組役所は「積立備金」として、まず九〇〇両から一〇〇〇両ほど 資金の調達を考えていた。開校資金の内五〇〇両は、五番組村役人一四人の寄付によったが、五〇〇両は五番組全村 の取立が図られた。村への取立 村割当ての無尽講（千本鬮）の実施による徴収から、その後有志による新たな無尽講の計画へと変わっていった。このように村方からの資金調達の仕法が変更されたのは、五番組 どのような状況や、郷学所開
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校に関わった有志のどのような心性を物語っているのであろうか。　
本稿は、村民に極難や潰れ百姓が数多く存在した当時の
村の困窮の状況が、品川県役所による社倉金の取立のような全 民から 強制的な取立て方式（極貧層を除く）を回避させたと考えている 当時の村の状況は、五番組が全村からの取立備金を七回の無尽「半高半家千本鬮」の実施とさせ、さらに村へ 割当 を全く否定した有志者からの五〇本鬮へと転換させた、と考えている。　
それではなぜ五番組は全村あげて 「毎月一本二朱、 半高・
半家数、千本鬮」という煩雑で膨大な事務量を必要とする無尽講を七回も実施したのであろう 。無論第一は、無尽講による郷学備金五〇〇両 開校資 の確保ということであろう。　
一方、五番組の史料は、
 
五番組内の男女老幼を論ずるこ
となく、貧窮者の入費 省き、勉学を志す者すべてため郷学所が、開校されることを繰り返し訴えている。本稿は、五番組が開校する「学校」が、これまで五番組 村々にみられた私的な手習所や私塾
（11
（
ではなく、入費無用の生活にも
役立つ、筆算稽古を教える五番組村民のための、五番組共同体による学業機関であることを、千本鬮 実施を通 て
村民の意識に働きかけたと考えている。それには、新時代到来の中、五番組における新たな学びの可能性を訴える意図もあった ではないだろうか。　
また、七回一〇〇〇本「取立無尽」の後に、有志による
永続的な五〇本 無尽講へと転換したのは、太子堂郷学所を支える組織がより確かなもの なったことにもよる であろう。前年から語られてきた郷学所の同盟は、六月一日には太子堂郷学所の「約則定例」として誓約され、郷学所の資金を維持・運営する組織が結成されていた。一〇月一〇日付の品川県役所宛の請書には、太子堂村学校世話人惣代の文言もある。その後一一月には、同盟の主立った者による「社中
（11
（
」も成立している。
　
さて廃藩置県の後、太子堂郷学所は品川県から東京府に
移管され、学制公布後、郷学所は太子堂村幼童学所と名称を改め、明治六年（一八七三）一二月「第七区第二中学区第四番小学荏原学校」が誕生している
（11
（
。この時、第七大区
六小区の戸長・月村重蔵は大久保一翁東京府知事 小学校への引直し願いに、 「教師月給
ヲ
初トシテ、 諸入費」は「有
志の輩之出金
ヲ
以、永続之方法相立候
ニ而
、一切官費
ヲ
不奉
仰候
（11
（
」と上申している。また太子堂郷学所の分校であった
衾村幼童学所の 「小学校ニ御引直し」 を願った文書にも、 「永
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続之方法相立有之儀
ニ而
、一切官費
ヲ
奉不仰候
（11
（
」と願い上げ
ている。これらの願書から太子堂郷学所では、斎田平太郞ら五番組の有志による新たな相続講が、その後も継続していたといえよう。また明治四年七月に提起された新たな相続講によっ 、太子堂村郷学所の財政的な運営の基盤が、この時期にも確立されていたことを物語っているともいえよう。　
この地域の小学校の就学に関しては、一八七七年の「明
治十年度学齢男女就学不就学明細表」が、目黒区の岡田家に残されている ここから算出された五番組の村で、高い就学率の村は上馬引沢の七三％で、太子堂村は五八％、低い村では三九％であった。五番組の平均就学率は、四三
（11
（
である。一方『日本近代教育百年』第三巻に掲載され 表によれば、一八七七年の全国的な就学率は 九
･
八八％
（11
（
と
あるので、五番組の村々は高 就学率にあったといえよう。これは、太子堂郷学所開校にあたって、五番組一帯で実施された千本七回無尽講が、当時の村民の心性に働きかけた一つの結果とも考えられるのではなかろうか。　
では、このように五番組二二ケ村にかけられた郷学所の
積立備金は、それぞれの村内では、ど ように村民から取立てられたのであろうか。また郷学所 開校は、
性とどのような関わりあっていたのであろうか。次の課題は、維新期 村に残された文書から、村の社会経済的状況や村民の家族の有り様を探り、五番組の村民と郷学所関わりを明らかにしていきたい。さらに、太子堂郷学所の教師の動向、維新政権の直轄県であった品川県と郷学所の関係、有志と呼ばれた豪農と郷学所との関係についても、太子堂郷学所に関わる文書 ら考察を続けていき い。
註（
（）  
品川県五番組は、 明治二年一八日品川県の布達により「其
村々、従前より之寄場組合廃止」し、改めて品川県が設けた全県域二四番組の「番組」の一つである。五番組では、下北沢 年寄・月村重蔵へ御用取扱が申付けられている （ 『品川県史』二四六～二四八頁） 。 『武蔵野市史』四二七頁には、新行政区画も支配之者も近世同様で、こ 時期はまだ近世の延長のような感があった、と述べている。
（
（）  「沿革史甲号」世田谷区立若林小学校所蔵文書（森安彦監修『世田谷区教育 』資料編、昭和六三年 四〇七～四四〇頁（以下『世田谷資料』 ） 。
（
（）  「太子堂郷学所」 （東京都教育研究所編集・発行『都資料二』一九七一年）八八五～八九〇頁。
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（
（）  
倉沢剛「学制以前品川県郷学校の発足」 『小学校Ⅲ』 （ジャ
パンラレイブレリービューロー、一九七〇年）三二三～三四二頁。
（
（）  「二
　
太子堂郷学所」 （佐藤秀夫監修、目黒区教育委員会
編集・発行『目黒通史』一九八六年）二五～三三頁。
（
（）  
森安彦「四
　
太子堂郷学所の成立と展開」 （世田谷区教
育委員会編集・発行『世田谷通史』一九八八年）一四二～二三七頁。
（
（）  
井原政純「世田谷における郷学所の設立基盤・要因に関
する一考察――幼学舎と太子堂郷学所を中心に―」 （ 『地方教育史研究』第一七号、一九九六年）二三～四二頁。
（
（）  
品川県庁からの明治二年一二月一〇日布達の五番組村名
による。 （児玉幸多監修、東京都品川区編集・発行『品川県史』 「品川区資料編別冊 」昭和四五年）二四六・二 七頁、 ならびに「品川県管轄村名控」同『 県史』三〇〇頁。但し、下野毛村は彦根藩領分一七〇石余が村高の 二％ほどを占め 郷学所の開校には関係がみられない。本稿は五番組二二ヵ村として考察した。
（
（）  「建言之別紙」は、前掲『世田谷資料』四八三・四八四頁の目黒区八雲、斉藤家文書か 記載した。 「建言之別紙は、 「品川県への建言 別紙」 名称で、前掲『世田谷資料』四〇九頁に、また「郷学所取立仕法 の 目黒区通史』 太子堂村郷学所設立の経緯 中に翻刻紹介されている。
（
（0）  
本稿は太子堂郷学所の開校に関連した史料が荏原学校や
地域の名主の家に残され、荏原学校の開校前後に、荏原学校開校までの経緯を宮野芟平等の学校関係者がそれら史料を整理し編み、 原本ともいえる太子堂郷学所の 「沿革誌甲号」が作られていた、と考えている。この原本を明治六年一二月から七年一二月 東京府学区取締を拝命していた斉藤寛斎が書写し、それが目黒区の斉藤家にも継承され きのであろう。その後、荏原小学校 訓導・校長となった宮野芟平が、明治二二 十月頃 に荏原小学校の「沿革誌乙号」を編纂し、改めて前掲「沿革誌甲号」も加筆・編纂したとのではないかと、 考えて る。なお 「郷 所取立仕法」の字句は、前掲「沿革誌甲号」によっている。
（
（（）  
前掲の目黒区斉藤家文書「建言之別紙」では、この部分
に脱字があり、 「沿革誌甲号」前掲『世田谷資料』四〇八頁から記載。
（
（（）  「品川県」の宛どころと品川県庁からの「御聞届」は、 「沿革誌甲号」前掲『世田谷資料』四〇九頁にならっ 末尾に付け加えた。
（
（（）  「起立備金積立」 「沿革誌甲号」 に記載 （前掲 『世田谷資料』 ）四一六・四一七頁。文書作成年は未詳だが、郷学所の動向から、明治三年一 月頃 明治四年二月頃まで作成された考えられる。
（
（（）  「明治四年辛未正月廿日発校」 （前掲『世田谷資料』 ）四〇九頁。
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（
（（）  「取立備金仕法帳
　
太子堂村控」森家文書一五九二、世田
谷郷土資料館所蔵。昭和五六年『旧荏原郡太子堂村名主森家文書目録』刊行後に森家から同館に寄託されたもの。前記「取立備金仕法帳」は、欠年の史料群中に所蔵。なお倉沢剛「学制以前の品川県の郷学校の発足」 （前掲『小学校の歴史Ⅲ』 ）三二八頁に、こ 廻状の前半を中心とした翻訳紹介がある。
（
（（）  「備金」の文言は、 郷学所の開校のための資金に関して「備え金」 「準備金」の意で、文書 は頻発している。例えば、太子堂村では、この時 無尽を「郷学備金無尽掛金取立帳」と称し記録した。 「起立備金」 「取立備金」 「積立備金」 「積立備金」 「備金積立」 「備金無尽」等の文言もある。本稿は、文書に即して 寄付、あるいは取立によって資金を捻出した開校ための資金、その後の運営 ための資金」 意で述べている。
（
（（）  
土屋忠雄『明治前期教育施策史の研究』 （講談社、昭和
三七年）一四一頁。
（
（（）  「衾村内へ郷学出張所取立ニ付願書」世田谷区立若林小学校所蔵文書（前掲『世田谷資料』 ）四二五・四二六頁。 「差上申御請書之事」八雲創立始末記、抜粋（前掲『目黒資料』 ）二九・三〇頁。
（
（（）  「今般郷学の義」太子堂村森家文書（前掲『世田谷資料』 ）三九四・三九五頁。明治四年三月二二日 「郷学備金無尽一件の表題で、 「今般郷学の義 「郷学備金仕法」を連記。
（
（0）  「郷学積備金仕法」太子堂村森家文書（前掲『世田谷資料』 ）三九五・三九六頁。
（
（（）  「社倉政策と門訴事件」 （前掲『品川県史』 ）五九～七七頁。 「社倉穀代金一時御繰替御下ケ金願」 （前掲『目黒資料』 ）一一六～一一七頁。森安彦「明治初年の農民闘争―東京周辺品川県社倉騒動―」 （ 『幕藩体制国家の基礎構造』吉川弘文館、昭和五六年）五九七～六四八
（
（（）  「郷学積備金仕法」 （前掲『世田谷資料』 ）三九五頁。
（
（（）  
森嘉兵衛「近世無尽金融の成立と構造」 （ 『無尽金融論史』
法政大学出版局 九八二 一〇五頁。
（
（（）  
慶應二年八月「無尽の取極につき出頭方達書」旧上野毛
村名主田中家文書（世田谷郷土資料館編集『世田谷区資料叢書』第八巻平成五年）四三八頁。他に『世田谷叢書』 、九巻、 『世田谷区諸家文書目録』 『旧荏原郡太子堂村名主森家文書目録 など。
（
（（）  「郷学積備金仕法」太子堂村森家文書（前掲『世田谷資料』 ）三九五・三九六頁。明治四年三月二三日「今般郷学の義」に
「追而、外御達向数廉御座候」とあり、作成後直ちに五番組へ廻達されたと考えられる
（
（（）  
表２「五番組村々への太子堂郷学所備金鬮割当数と試算
鬮割当数」 、 前掲 「郷学積備金仕法」 他より作成。鬮割当数は、千本無尽講で明治三年三月二九日開始から実際に各村に七回宛割当てられた鬮数。
（
（（）  「郷学規則之事」太子堂村森文書（前掲『世田谷資料』 ）
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三九七頁。 「同」 「沿革誌甲号」同、四一九頁。
（
（（）  「教場に掲くる所の県庁よりの諭告」 「沿革誌甲号」 （前掲
『世田谷資料』 ）四一八頁、他。
（
（（）  「約則定例」斉藤家文書（前掲『目黒資料』 ）二〇・二一頁より。 「約則之事」 「沿革誌甲号」 （前掲『世田谷資料』 ）四一三・四一四頁。
（
（0）  「記」長嶋家文書から記載（前掲『世田谷資料』 ）三六九頁。外に森家文書 （前掲 『世田谷資料』 ） 四〇二頁にも記載がある。
（
（（）  
通学生徒数「沿革誌甲号」 （前掲『世田谷資料』 ）四二一頁。
（
（（）  
衾村の岡田家文書「学校相続七会講連名帳」の名称から
名付けた。
（
（（）  「信友良積会」は、 「取立備金仕法帳
　
太子堂村控」に続
き「郷学備金見込」が記され、さらに「信友良積会 の標題で構想に類するメモ書きが書き残 れていたもの。これは、橋本佐市（池沢村名主）の書き留めた見込で、 「会員百人、毎月一両、五十会満尾」等を す。森家文書 五九二、世田谷郷土資料館所蔵。
（
（（）  「世田谷の手習い塾」 （前掲『世田谷通史』 ）七八～九九頁。
「明治以前の塾」 （前掲『目黒通史』 ）一八・一九頁。
（
（（）  
社中「社中人名」 （前掲『都大系二』 ）八八七・八八八頁。
（
（（）  「荏原小学校「沿革詩
　
乙号」 （前掲『世田谷資料二』 ）
四二七頁。
（
（（）  「乍恐以書付奉願上候」 「荏原小学校「沿革誌乙号」 （前掲
『世田谷資料二』 ）四二七頁。
（
（（）  「乍恐以書付奉願上候」岡田家文書（ 「前掲『目黒資料』 」 ）六八頁。 「衾村内へ郷学出張所取立ニ付願書」世田谷区立若林小学校所蔵文書 （前掲 『世田谷資料』 ） 四二五・四二六頁。 「差上申御請書之事」 、 「八雲創立始末記、抜粋」 （前掲『目黒資料』 ）二九・三〇頁 衾村、上北沢村分校の願書を掲載。
（
（（）  「明治十年度学齢男女就学不就学明細表」 （前掲『目黒資料』 ）六四～六六頁、就学率は前掲『目黒通史』八三頁。
（
（0）  
全国の就学率は、 表
（（「学齢児童数
･
就学児童数
･
就学率」
（国立教育研究所『日本近代教育百年史』第三巻一九七四年、第二編第一章第二節「発足当初の教育実態」 ）六一二頁より。
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